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去
る
４
月
４
日
（
土
）
品
川
区
立
総
合

区
民
会
館
（
き
ゅ
り
あ
ん
）
に
お
い
て
、

２
０
１
４
年
度
第
４
回
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。 

 

 

  

■
１
時
限
目 

「
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
」 

講
師 

桑
原
秀
朗
（
当
会
常
任
理
事
） 

講
師 

中
山
良
夫
（
当
会
事
務
局
長
） 

 

近
年
、
平
成
１
４
年
の
「
建
物
の
区
分

所
有
等
に
関
す
る
法
律
」
改
正
を
は
じ
め

と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る
法
律

が
幾
つ
か
制
定
さ
れ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

が
国
土
交
通
省
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
Ｇ
メ
ン
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模

修
繕
工
事
等
に
関
わ
っ
た
り
、
様
々
な
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
う
上
で
、
こ
れ

ら
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
初
に
、
講
師
よ
り
、
以
下
の
法
令
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。 

１
．
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
法
令 

①
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律

（
通
称
：
区
分
所
有
法
） 

②
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
通
称
：
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
法
） 

③
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化

等
に
関
す
る
法
律
（
通
称
：
マ
ン
シ
ョ

ン
建
替
え
円
滑
化
法
） 

④
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
に
関

す
る
指
針
（
国
交
省
告
示
第
１
２
８
８

号
） 

 

２
．
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
指
針
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等 

①
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理
委
託
契
約
書

及
び
同
コ
メ
ン
ト
（
国
土
交
通
省
） 

②
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理
規
約
及
び
コ

メ
ン
ト
（
国
土
交
通
省
） 

③
改
修
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
手

法
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
国
土
交
通

省
） 

④
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
標
準
指
針
及
び
同

コ
メ
ン
ト
（
国
土
交
通
省
） 

⑤
長
期
修
繕
計
画
標
準
様
式
、
長
期
修
繕

計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
同
コ
メ
ン

ト
（
国
土
交
通
省
） 

⑥
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
積
立
金
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
国
土
交
通
省
） 

⑦
長
期
修
繕
計
画
・
計
画
修
繕
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
（
東
京
都
住
宅
局
） 

 

３
．
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
業
界
団
体 

①
公
益
財
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ

ン
タ
ー 

②
一
般
社
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業

協
会 

第 １４５号 

NPO 法人建築Ｇメンの会 
〒142-0052 

東京都品川区東中延 1-4-17-202 

発 行 責 任 者 :理 事 長 大 川 照 夫 

T E L  0 3 - 6 4 2 6 - 1 3 5 0 

F A X  0 3 - 6 4 2 6 - 1 3 5 1 

E-Mail jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

Homepage URL 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/  

◆
２
０
１
４
年
度 

 
 
 

第
４
回
研
修
会
報
告 

文
責 

一
時
限
目
‥
事
務
局
長 

中
山
良
夫 

二
時
限
目
：
常
任
理
事 

原
田
久
義 総会風景 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/
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次
に
、
講
師
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

の
仕
組
み
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
・

計
画
修
繕
・
修
繕
周
期
・
大
規
模
修
繕
工

事
の
考
え
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕

工
事
の
流
れ
、
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。 

そ
し
て
、
建
築
Ｇ
メ
ン
が
関
与
し
た
具

体
的
な
事
例
に
つ
い
て
実
際
に
作
成
し

た
資
料
・
書
類
を
示
し
、
設
計
監
理
方
式
、

責
任
施
工
方
式
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次

の
業
務
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。 

１
．
理
事
会
及
び
修
繕
委
員
会
に
出
席
・

大
規
模
修
繕
工
事
に
関
す
る
レ
ク
チ

ャ
ー
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
） 

２
．
調
査
診
断 

３
．
基
本
方
針
決
定 

４
．
施
工
業
者
選
定
（
見
積
要
項
書
作
成
、

見
積
依
頼
、
業
者
選
定
） 

５
．
総
会
出
席 

６
．
工
事
請
負
契
約
書
類
チ
ェ
ッ
ク 

７
．
工
事
中
検
査
・
理
事
会
出
席 

８
．
竣
工
図
書
チ
ェ
ッ
ク 

  
 
 
 
 
 

 

  

■
２
時
限
目 

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試

験
の
注
意
点
」 

「
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
関
す
る
案
内
」 

講
師 

大
川
照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

 

講
師 

原
田
久
義
（
当
会
常
任
理
事
） 

土
木
業
界
・
建
築
業
界
で
の
地
盤
調
査

（
地
盤
の
固
さ
）
は
、
Ｎ
値
（
エ
ヌ
ち
）

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
値
と
は
、
標

準
貫
入
試
験
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
地

盤
の
強
度
等
を
求
め
る
試
験
結
果
（
数

値
）
で
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
『
質
量
６

３
．
５
＋
－
（
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
）
０
．

５
㎏
の
ド
ラ
イ
ブ
ハ
ン
マ
ー
（
モ
ン
ケ

ン
）
を
７
６
＋
－
１
㎝
自
由
落
下
さ
せ
て
、

ボ
ー
リ
ン
グ
ロ
ッ
ド
頭
部
に
取
り
付
け

た
ノ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
を
打
撃
し
、
ボ

ー
リ
ン
グ
ロ
ッ
ド
先
端
に
取
り
付
け
た

標
準
貫
入
試
験
用
サ
ン
プ
ラ
ー
を
地
盤

に
３
０
㎝
打
ち
込
む
の
に
要
す
る
打
撃

回
数
』
で
す
。
標
準
貫
入
試
験
は
１
ｍ
毎

に
３
０
㎝
の
範
囲
の
調
査
を
行
い
、
貫
入

し
た
３
０
㎝
の
デ
ー
タ
を
１
．
０
ｍ
毎
に

表
現
し
て
残
り
の
７
０
㎝
は
調
査
し
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
小
規
模
建
築
物
の

基
礎
底
が
１
．
０
ｍ
以
下
で
あ
る
こ
と
か

ら
標
準
貫
入
試
験
は
地
表
面
の
浅
い
範

囲
を
連
続
し
て
調
査
す
る
に
は
不
向
き

で
し
た
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
「
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
（
Ｓ
Ｗ
Ｓ

試
験
）
」
は
、
地
表
面
よ
り
２
５
㎝
毎
に

連
続
し
て
調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
標
準
貫

入
試
験
よ
り
調
査
費
用
が
安
価
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
小
規
模
建
築
物
の
地
盤
調

査
に
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
が
採
用
さ
れ
る
よ
う

な
り
ま
し
た
。 

Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
は
、
１
９
１
７
年
頃
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
有
鉄
道
不
良
路
盤
の
試

験
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
ス
カ

ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
普
及
し
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
１
９
５
４
年
頃
に
建
設

省
が
河
川
堤
防
の
地
盤
調
査
と
し
て
導

入
し
ま
し
た
。
１
９
７
６
年
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
に
制
定
さ
れ
、
２
０
０
１
年
に
平
成

１
３
年
国
土
交
通
省
告
示
１
１
１
３
号

「
地
盤
の
許
容
応
力
度
及
び
基
礎
ぐ
い

の
許
容
支
持
力
を
求
め
る
た
め
の
地
盤

調
査
の
方
法
並
び
に
そ
の
結
果
に
基
づ

き
地
盤
の
許
容
応
力
度
及
び
基
礎
ぐ
い

の
許
容
支
持
力
を
求
め
る
方
法
を
定
め

る
件
」
が
発
さ
れ
た
こ
と
で
、
住
宅
建
築

の
際
の
地
盤
調
査
に
多
く
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と
権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
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１
．
試
験
手
順 

① 

ロ
ッ
ド
の
先
端
に
ス
ク
リ
ュ
ー
を
取

り
付
け
る
。 

② 
ロ
ッ
ド
を
地
表
面
に
垂
直
に
立
て
る
。 

③ 

最
初
に
５
０
Ｎ
（
約
５
㎏
）
の
荷
重

を
載
荷
し
、
貫
入
（
自
沈
）
す
る
か

ど
う
か
確
か
め
る
。 

④ 

貫
入
（
自
沈
）
し
な
い
場
合
は
、
貫

入
す
る
ま
で
１
５
０
Ｎ
、
２
５
０
Ｎ
、

５
０
０
Ｎ
、
７
５
０
Ｎ
、
１
０
０
０

Ｎ
（
約
１
０
０
㎏
）
と
順
次
載
荷
（
Ｗ

ｓ
ｗ
）
す
る
。
最
大
１
０
０
０
Ｎ
（
＝

１
．
０
ｋ
Ｎ
）
ま
で
と
す
る
。 

⑤ 

１
．
０
ｋ
Ｎ
で
も
貫
入
し
な
い
場
合
、

お
も
り
を
載
せ
た
ま
ま
、
２
５
㎝
貫

入
す
る
ま
で
ハ
ン
ド
ル
を
回
転
さ
せ
、

半
回
転
数
を
測
定
す
る
。
１
８
０
度

（
半
回
転
）
を
１
回
と
カ
ウ
ン
ト
。 

⑥ 

２
５
㎝
当
た
り
の
半
回
転
数
を
貫
入

量
１
．
０
ｍ
当
た
り
の
半
回
転
数
（
Ｎ

ｓ
ｗ
）
に
換
算
す
る
。 

⑦ 

上
記
作
業
を
貫
入
不
可
と
な
る
ま
で

繰
り
返
す
。 

 

２
．
試
験
デ
ー
タ
の
読
み
取
り 

① 

土
質
：
粘
性
土
、
砂
質
土
を
調
査
時

目
視
で
判
断 

② 

荷
重
（
Ｗ
ｓ
ｗ
）
：
載
荷
用
ク
ラ
ン

プ
に
乗
せ
た
お
も
り 

③ 

１
．
０
ｍ
当
た
り
の
半
回
転
数
（
Ｎ

ｓ
ｗ
）
：
２
５
㎝
当
た
り
の
半
回
転

数
か
ら
換
算 

④ 

地
下
水
位 

：
ロ
ッ
ド
を
引
き
抜
い
た

後
の
ス
ク
リ
ュ
ー
（
直
径
３
３
㎜φ

）

の
測
定
孔
を
利
用
し
、
孔
が
土
で
目

詰
ま
り
し
て
い
な
い
限
り
、
メ
ジ
ャ

ー
で
地
下
水
位
を
計
測 

 

３
．
各
指
標
と
試
験
デ
ー
タ
と
の
関
係 

① 

Ｎ
値
と
の
関
係 

砂
質
土 

Ｎ
＝
２×

Ｗ
ｓ
ｗ
（
ｋ

Ｎ
）
＋
０
．
０
６
７
Ｎ
ｓ
ｗ 

粘
性
土 

Ｎ
＝
３×

Ｗ
ｓ
ｗ
（
ｋ

Ｎ
）
＋
０
．
０
５
０
Ｎ
ｓ
ｗ 

② 

一
軸
圧
縮
強
さ
ｑ
ｕ
と
の
関
係 

ｑ
ｕ
＝
４
５×
Ｗ
ｓ
ｗ
（
ｋ
Ｎ
）
＋
０
．

７
５
Ｎ
ｓ
ｗ 

（
ｋ
Ｎ
／
㎡
） 

③ 

地
盤
の
長
期
許
容
支
持
力
ｑ
ａ
と
の

関
係 

ｑ
ａ
＝
３
０
＋
０
．
６
Ｎ
ｓ
ｗ
（
ｋ
Ｎ

／
㎡
）
平
成
１
３
年
国
土
交
通
省
告
示

第
１
１
１
３
号 

試
験
手
順
の
③
④
⑤
に
お
い
て
は
荷

重
（
Ｗ
ｓ
ｗ
）
を
５
０
Ｎ
よ
り
順
次
載
荷

し
て
１
０
０
０
Ｎ
（
約
１
０
０
㎏
）
ま
で

載
荷
す
る
。
そ
れ
で
も
自
沈
し
な
い
と
き

初
め
て
ス
ク
リ
ュ
ー
を
回
転
さ
せ
て
回

転
数
（
Ｎ
ｓ
ｗ
）
を
計
測
し
ま
す
。
各
指

標
と
試
験
デ
ー
タ
と
の
関
係
③
を
見
る

と[

ｑ
ａ
＝
３
０
＋
０
．
６
Ｎ
ｓ
ｗ]

と
あ

り
ま
す
が
１
ｋ
Ｎ
以
下
で
自
沈
す
る
層

が
あ
る
と
こ
の
式
は
そ
の
ま
ま
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
長
期
許
容
支
持

力
が
３
０
ｋ
Ｎ
／
㎡
以
下
の
地
盤
で
は

安
易
に
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
結
果
を
採
用
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

「
小
規
模
建
築
物
基
礎
設
計
指
針
：
日

本
建
築
学
会
」
に
、
調
査
方
法
お
よ
び
調

査
結
果
に
対
す
る
留
意
点
と
し
て
①
自

沈
荷
重
Ｗ
ｓ
ｗ
の
信
頼
性
、
②
ス
ク
リ
ュ

ー
の
摩
耗
、
③
操
作
方
法
の
違
い
、
④
測

定
深
度
、
⑤
Ｎ
ｓ
ｗ
の
限
界
値
、
⑥
地
層

境
界
に
お
け
る
Ｎ
ｓ
ｗ
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
盤
調
査
に
は
各
種
の
調
査
方

法
が
あ
り
ま
す
が
い
ず
れ
に
し
て
も
地

試験風景 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
（
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試
験
）
の
概
要 
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中
深
く
目
視
で
き
な
い
場
所
で
す
。
そ
の

た
め
事
前
に
建
設
地
の
地
層
を
調
査
し
、

建
築
物
の
規
模
、
地
業
（
基
礎
支
持
方
法
）

等
を
考
慮
し
て
地
盤
調
査
方
法
を
選
択

さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
内
容
（
一
部
）
で
研
修

会
は
時
間
が
オ
ー
バ
ー
す
る
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
  

 

 

第
１
４
回
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験
が

行
わ
れ
、
新
た
に
１
名
の
方
が
合
格
と
な

り
ま
し
た
。
新
建
築
Ｇ
メ
ン
と
な
ら
れ
た

千
葉
県
の
黒
田
誠
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 

 

こ
の
度
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
認
証
を
い
た

だ
き
ま
し
た
、
黒
田
で
す
。 

 

私
は
こ
れ
ま
で
、
建
設
会
社
、
建
築
行

政
、
大
手
不
動
産
会
社
そ
し
て
建
築
設
計

事
務
所
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
法
的
関
連

の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

で
す
か
ら
、
直
接
的
な
工
事
そ
の
も
の

を
見
る
こ
と
は
不
慣
れ
な
部
分
が
あ
り

ま
す
。
で
す
が
、
「
本
来
ど
う
あ
る
べ
き

か
！
」
或
い
は
、
「
ど
う
あ
っ
た
ら
い
い

の
か
！
」
等
の
事
象
に
つ
い
て
は
、
多
少

な
り
と
も
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
お

り
ま
す
。 

 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
は
、
「
欠
陥
建
築
を

な
く
そ
う
！
」
と
の
主
旨
の
も
と
、
会
員

の
方
た
ち
の
日
々
の
努
力
に
よ
っ
て
設

立
後
十
数
年
も
継
続
・
活
動
さ
れ
て
い
る

専
門
家
集
団
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
し
て
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
一
員
と

し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
不
安
も
あ
り
ま
す
が
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

今
後
は
、
会
が
開
催
す
る
研
修
会
や
本

紙
「
楔
」
等
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
も
に
、
更
な
る
知
識
の
吸
収
と
実
践
を

行
い
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
を
通
し
欠
陥
に

悩
む
方
た
ち
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

 

日
本
人
は
特
に
物
事
を
性
善
説
で
考

え
る
民
族
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

を
逆
手
に
取
る
者
、
ま
た
万
人
が
「
間
違

い
」
と
判
断
す
る
で
あ
ろ
う
考
え
も
、
悪

意
は
な
く
独
自
の
思
想
の
も
と
、
我
が
道

を
貫
く
者
も
い
ま
す
。 

平
成
17
年
、
「
耐
震
偽
装
事
件
」
で
建
築

界
の
歴
史
に
消
え
る
こ
と
の
な
い
「
名
」

を
残
し
た
姉
歯
秀
次
元
一
級
建
築
士
を

思
い
起
こ
す
と
、
画
像
で
見
る
限
り
無
表

情
で
、
悪
意
ら
し
き
も
の
は
感
じ
ら
れ

ず
、
単
に
「
誤
っ
た
思
想
」
の
持
ち
主
と

思
い
ま
し
た
。
「
大
き
な
地
震
は
滅
多
に

起
き
な
い
」
だ
か
ら
構
造
部
材
を
小
さ
く

し
、
鉄
筋
も
少
な
く
す
る
。
法
を
犯
し
て

も
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
す
る
の
が
「
善
」
と
い

う
、
彼
独
自
の
思
想
は
、
ど
う
や
ら
裁
判

の
段
階
に
な
っ
て
も
「
有
資
格
者
と
し
て

の
自
覚
、
あ
る
べ
き
姿
」
に
は
程
遠
か
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
あ
の
頃
は
設
計

偽
装
を
見
抜
け
な
い
背
景
も
あ
り
ま
し

た
。
建
築
確
認
申
請
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
理
由
を
言
わ
ず
、
単
に
「
こ
ち
ら
（
役

所
）
に
来
て
」
と
の
電
話
を
受
け
、
〝
ご

指
示
〟
の
ま
ま
に
出
向
く
と
応
接
室
に

通
さ
れ
、
小
声
で
「
こ
れ
を
教
え
て
」
と

の
こ
と
。
構
造
設
計
業
務
は
専
門
性
が
高

く
、
特
異
な
業
種
で
す
の
で
仕
方
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
設
計
の
裏
ま
で
知
る

プ
ロ
で
も
、
相
手
に
は
〝
絶
対
的
権
限
〟

が
あ
り
ま
す
の
で
、
笑
顔
で
丁
寧
に
仕
事

を
教
え
た
上
、
頭
を
下
げ
〝
ハ
ン
コ
を
頂

戴
す
る
〟
。
特
に
田
舎
で
は
こ
の
よ
う
な

対
応
を
迫
ら
れ
た
構
造
設
計
者
は
筆
者

だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
制
度

が
変
わ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
彼
が
携
わ
っ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
建
物
は
100

棟
近
く
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
。 

彼
が
設
計
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
ほ

と
ん
ど
が
臨
時
総
会
を
開
催
、
第
三
者
に

よ
る
設
計
見
直
し
や
建
て
替
え
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
実
際
に
建
て
替
え
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
カ
タ
チ
ば
か
り

の
建
て
替
え
議
決
な
ら
ば
簡
単
、
ほ
ぼ

100
％
に
近
い
区
分
所
有
者
が
「
建
て
替
え

賛
成
」
に
気
持
ち
を
向
け
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
と
こ
ろ
が
、
建
て
替
え
は
区
分
所
有

誰
も
言
わ
な
い
、
教
え
て
く
れ
な
い 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
裏
事
情
⑦ 

（
そ
の
他
の
不
可
抗
力
） 

  

文
責 

常
任
理
事
・
建
築
Ｇ
メ
ン 

佐
藤
賢
典 

新
任
建
築
Ｇ
メ
ン
紹
介 
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法
に
よ
り
５
分
の
４
議
決
と
い
う
極
め

て
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
５
分
の

４
区
分
所
有
者
が
ロ
ー
ン
を
抱
え
た
ま

ま
、
１
千
万
円
や
２
千
万
円
な
ど
と
い
う

追
加
融
資
が
受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

「
殺
人
マ
ン
シ
ョ
ン
」
な
ど
と
呼

ば
れ
な
が
ら
八
方
塞
が
り
と
な
り
、
人
生

設
計
を
狂
わ
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。 

 

集
会
や
総
会
の
席
で
「
い
つ
も
管
理
会

社
寄
り
の
意
見
を
述
べ
る
区
分
所
有
者

が
い
る
」
、
「
採
決
の
際
に
最
後
部
の
席

か
ら
大
き
な
声
で
「
異
議
無
し
！
」
な
ど

と
会
場
内
に
物
言
わ
せ
ぬ
雰
囲
気
を
作

ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
話
し
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
、
そ

の
方
は
当
初
の
販
売
会
社
と
深
い
利
害

関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
管
理
会
社
は
販
売

会
社
の
系
列
会
社
。
そ
れ
だ
け
の
状
況
証

拠
で
疑
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

シ
リ
ー
ズ
は
裏
話
が
主
目
的
な
の
で
実

例
を
挙
げ
ま
す
。 

 

筆
者
知
人
所
有
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、
あ
る
切
っ
掛
け
で
管
理
会
社
に
不

信
感
を
抱
い
た
有
志
が
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
説
明
で
き
な
い
金
の
流
れ
が
複
数
発

覚
、
臨
時
総
会
を
招
集
し
て
管
理
会
社
と

の
契
約
を
解
除
、
自
主
管
理
と
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
調
査
の
中
で
追
跡
で
き
た

10
年
以
上
、
管
理
費
、
修
繕
積
立
金
の
入

金
確
認
が
で
き
な
い
区
分
所
有
者
が
複

数
い
る
こ
と
も
発
覚
、
そ
れ
ら
は
元
・
土

地
所
有
者
と
そ
の
関
係
者
、
地
元
で
は
名

士
と
呼
ば
れ
る
方
々
で
す
。
何
れ
も
日
本

の
病
院
や
ホ
テ
ル
な
ど
に
は
使
用
さ
れ

な
い
部
屋
番
号
も
し
く
は
環
境
条
件
が

悪
い
（
機
械
室
周
辺
な
ど
）
部
屋
の
区
分

所
有
者
で
、
当
初
か
ら
賃
貸
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。 

多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
管
理
費
、
修
繕

積
立
金
が
集
金
代
行
会
社
に
引
き
落
と

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
当
該
マ
ン

シ
ョ
ン
に
は
複
数
の
集
金
代
行
会
社
が

参
入
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

１
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
集
金
代
行
会
社

が
複
数
介
在
と
い
う
の
は
不
可
解
で
す
。

さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
と
、
こ
れ
ら
の
区

分
所
有
者
は
マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
と
同
時

期
に
土
地
を
購
入
、
自
宅
を
新
築
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
偶
然
に
し
て
は
あ
ま
り
に

も
不
可
解
な
現
実
が
重
な
っ
て
い
ま
す
。

何
れ
も
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
素
人

で
、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
は
大
手
が
分
譲
し

た
言
わ
ば
「
ブ
ラ
ン
ド
マ
ン
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
連
の
不
可
思
議
な
実

態
に
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
関
与
を
疑
う
の

も
自
然
に
思
え
ま
す
。
仮
に
そ
う
な
ら

ば
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
が
特
異
な
ケ

ー
ス
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

知
人
曰
く
、

「
思
い
起
こ
す
と
、
彼
ら
は
い
つ
も
管
理

会
社
寄
り
、
露
骨
だ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。 

 

数
年
前
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
「
大
規

模
修
繕
の
時
期
に
な
っ
て
通
帳
を
見
た

ら
残
高
が
な
い
」
、
「
い
つ
頃
無
く
な
っ

た
の
か
分
か
ら
な
い
」
、
「
疑
わ
し
い
元

役
員
は
既
に
転
居
、
行
方
知
れ
ず
」
と
い

う
類
の
話
し
を
取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

前
記
と
は
別
の
筆
者
知
人
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
も
「
１
千
万
単
位
の
金
の
行
方
が
分

か
ら
な
い
ら
し
い
」
と
の
こ
と
。 

１
人
の
役
員
が
１
年
以
上
前
か
ら
資
産

を
家
族
な
ど
に
移
し
、
そ
れ
と
同
時
期
に

管
理
組
合
の
金
に
も
手
を
付
け
た
様
子
。

気
付
い
た
時
、
本
人
は
既
に
破
産
宣
告
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
法
的
措
置
を
取
る
に

も
総
会
議
決
問
題
が
絡
み
、
経
費
に
見
合

っ
た
実
利
が
あ
る
の
か
？ 

現
在
、
「
法

律
家
を
交
え
検
討
中
」
と
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
簡
単
に
出
来
て
し

ま
う
背
景
で
す
が
、
多
く
の
管
理
組
合
は

法
人
格
で
は
な
く
、
任
意
団
体
で
す
。 

総
会
議
案
書
に
残
高
証
明
な
ど
が
添
付

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
管
理
費
会

計
や
修
繕
積
立
金
の
銀
行
口
座
名
義
は

「
○×

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合 

理
事
長 

佐
藤
太
郎
」
な
ど
、
区
分
所
有
者
個
人
名

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
通
帳
は
誰
が
所
持
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？ 

誰
が
印
鑑
を
持
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

区
分
所
有
者

全
員
が
こ
の
事
実
を
把
握
し
て
い
ま
す

か
？ 

出
納
の
利
便
性
を
考
え
、
管
理
会

社
に
通
帳
と
印
鑑
を
預
け
て
い
る
管
理

組
合
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
管
理
会
社

が
通
帳
を
持
っ
た
ま
ま
倒
産
す
る
こ
と

だ
っ
て
あ
り
ま
す
。 

管
理
会
社
の
中
に
は
「
通
帳
は
預
か
ら
な

い
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
は
役
員
（
素
人
）
の
負
担
が
増
え
ま

す
の
で
出
納
管
理
の
専
任
者
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も
根

本
的
危
険
性
は
付
き
ま
と
い
ま
し
ょ
う
。 

大
き
な
数
字
が
表
示
さ
れ
た
通
帳
と
印

鑑
を
同
時
に
預
か
れ
ば
、
心
が
ト
キ
メ

キ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
、
家
族
、
社
会
で

得
て
き
た
信
頼 

と 

残
り
の
人
生
を
天

秤
に
掛
け
る
不
心
得
者
も
き
っ
と
居
る

こ
と
で
し
ょ
う
ナ
ァ
～
。 

 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
冒
頭
（
楔
138
号
）
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
は
「
雑
多
な
人
々
の
集
合

体
」
と
い
う
意
味
合
い
の
こ
と
を
述
べ
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
人
間
が
同
じ
屋
根
の
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下
に
居
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
般
社
会

で
は
理
解
さ
れ
な
い
方
が
居
住
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の
か
も
分
か

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
経
年
と
共
に
賃
貸
や

競
売
な
ど
に
よ
り
使
用
形
態
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
事

務
所
、
反
社
会
的
勢
力
が
正
体
を
隠
し
て

入
居
す
る
事
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
善
良
な

区
分
所
有
者
に
と
っ
て
は
自
ら
の
意
に

反
し
、
資
産
価
値
を
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
賃
貸
な
ら
ば
引

っ
越
し
て
し
ま
え
ば
関
わ
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
が
、
ロ
ー
ン
を
抱
え
て
い
て

は
身
動
き
が
取
れ
ま
せ
ん
。
人
を
信
じ
る

こ
と
は
重
要
で
す
が
、
色
々
な
不
可
抗
力

に
身
を
委
ね
る
し
か
な
い
の
も
〝
共
同

所
有
財
産
〟
の
現
実
、
博
打
的
な
要
素
が

あ
る
事
も
踏
ま
え
購
入
し
、
役
員
で
な
く

と
も
、
個
々
の
区
分
所
有
者
が
日
々
の
管

理
に
目
を
光
ら
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
大
切
に
思
え
ま
す
。 

 

〈 

次
回
は
建
て
替
え
で
な
く
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
〝
終
焉
〟
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま

す 

〉 

 

 

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
ご

依
頼
い
た
だ
い
た
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
回
答

を
頂
い
た
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

  

そ
の
節
は
色
々
お
世
話
に
な
り
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
今
日
か
ら
改

良
工
事
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

請
負
者
は
基
本
的
に
自
ら
の
仕
事
の

非
を
認
め
な
い
の
で
、
第
三
者
の
立
場
に

あ
る
プ
ロ
の
目
は
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

設
計
者
も
資
格
は
持
っ
て
い
て
も
実
務

経
験
が
乏
し
く
力
量
も
ピ
ン
キ
リ
で
あ

る
が
、
ユ
ー
ザ
ー
に
は
そ
の
中
身
が
見
え

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

昨
今
、
箱
根
山
や
浅
間
山
・
蔵
王
な
ど

の
火
山
活
動
の
活
発
化
や
度
々
起
こ
る

東
日
本
大
震
災
の
余
震
。
ま
た
、
川
崎
市

の
簡
易
宿
泊
所
の
火
災
な
ど
災
害
は
何

時
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

こ
う
い
っ
た
災
害
時
に
も
大
切
な
役
割

を
果
た
す
の
が
「
道
路
」
で
す
。 

建
物
の
新
築
・
改
築
を
行
う
際
に
そ
の

敷
地
は
道
路
に
接
し
て
い
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
道
路
も
４
ｍ
以

上
の
幅
員
が
必
要
な
場
合
が
大
半
で
す
。 

前
面
道
路
が
４
ｍ
未
満
の
道
路
い
わ

ゆ
る
建
築
基
準
法
第
４
２
条
第
２
項
道

路
（
み
な
し
道
路
）
等
の
場
合
は
、
建
築

計
画
時
に
既
存
道
路
の
中
心
線
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
２
ｍ
後
退
し
た
と
こ
ろ
が
敷
地

の
道
路
境
界
線
と
な
り
、
建
築
主
は
こ
の

事
を
理
解
し
た
上
で
建
築
設
計
を
行
い

確
認
申
請
図
書
を
審
査
機
関
に
提
出
し
、

確
認
済
証
を
得
ま
す
。
こ
れ
を
基
に
施
工

を
行
い
自
身
の
建
物
を
完
成
さ
せ
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
街
中
に
は
我
々
専
門
家
が
見

て
、
明
ら
か
に
道
路
境
界
線
を
セ
ッ
ト
バ

ッ
ク
し
て
申
請
し
、
建
築
し
た
敷
地
の
は

ず
な
の
に
、
建
築
以
前
の
道
路
境
界
部
分

ま
で
含
め
て
駐
車
場
に
し
た
り
、
倉
庫
を

設
置
し
た
り
、
旧
境
界
で
塀
を
作
っ
た
り

し
た
場
所
を
見
か
け
ま
す
。
恐
ら
く
こ
の

人
た
ち
は
「
元
々
自
分
の
土
地
な
の
だ
か

ら
」
と
い
っ
た
言
い
訳
を
正
当
化
し
て
こ

う
い
っ
た
行
為
を
し
て
い
る
の
だ
と
推

測
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
申
請
ど
お
り
に

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
地
域
に
寄
与
し
て

い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
不
合

理
は
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。
今
、
法
律
は
性
悪
説
を
基
に
改
正

さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
行
為
が
続
く
か
ぎ
り
致
し
方
無
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｈ
・
Ｋ
） 

  
 
 
 

 

         

マ
ン
シ
ョ
ン
の
雨
漏
り
に
よ
り
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
調
査
を
ご
依
頼
の
方
か
ら
の

ご
回
答
。 

 
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

会の活動にご協力ください！ 

 

●会員の種類      ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 


